





The description and documentation of governance recovery process 
of a national governing body of sport in Japan
Details of the reforms of All Japan Judo Federation （Part One）
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Abstract
15 top-ranked Japanese female Judo athletes raised their voice about the violence by the head 
coach in 2012 after the London Olympic Games, and they filed protest against All Japan Judo 
Federation (AJJF). At almost the same time AJJF’s diversion of government subsidy was brought 
to light by media. Public Interest Corporation Commission of the Japanese government warned 
AJJF for deprivation of the status as the public interest corporation unless they reform and restore 
both financial and organizational structure within 40 days. 
AJJF had been a closed society since its establishment in 1949, and the executive board had 
excluded female for 74 years. The management, however, of AJJF had realized that the crisis was 
real and they had nominated outside and female directors to the board, of which I was one. Here I 
describe the actual internal process and  procedures of the reforms and restructuring of AJJF, 
showing some of the original documentation concerning the first half of the ‘reformation period’, 
which is from June to late August 2013. I hope this will be useful for the future studies on the 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































要因となった。 8 月に入って 1 日， 6 日，12日
と 2 週間の間に 3 回の常務理事会を経て，14日
の第 7 回理事会で理事全員の辞任はやむなしと





















































































































































 1.19 全柔連，園田監督を初め 6 名の
コーチ，元コーチを戒告処分




































 6.11 第 2 回理事会開催，
 6.21 全柔連助成金問題第三者委員会が
最終報告書提出





 7.9 第 4 回理事会開催，臨時評議員会
の招集とアスリート委員会設置を
決定
 7.23 公益認定等委が改善勧告， 8 月末
までの改善と報告を要求
 7.30 第 2 回臨時評議員会，理事23人の
解任を否決，評議員会の前後に第
5 回理事会，第 6 回理事会を開催
 8. 1　 常務理事会
 8. 3　 アスリート委員会設立を発表
 8. 6　 常務理事会
 8.12　 常務理事会
 8.14　 第 7 回理事会　新理事選任のため
の第 3 回臨時評議員会の招集決定






















書提出依頼（2013年 5 月 2 日付）に全文がある。
5 ） 公益認定等委員会の報告要求の原文は，添付の資
料（3）公益認定等委員会から全柔連に対する報告
書提出依頼（2013年 6 月 5 日付）に全文がある。



































2 ，小野沢専務理事　賛成18，反対38，棄権 1 。そ
の他の理事については省略。








17）2013年 6 月25日まで， 6 月25日から 8 月21日まで，













（ 1 ）　JOCの処分決定通知書（2013年 3 月19日付）
　　　（同日実施のJOC記者会見で配布した資料）
（ 2 ）　公益認定等委員会から全柔連に対する報告書提
出依頼（2013年 5 月 2 日付）







出依頼（2013年 6 月 5 日付）






























研究会編。民事法研究会：東京，pp. 28-36, 2014. 
堀雅晴：ガバナンス論研究の現状と課題「スポーツの
グッドガバナンス」に向けて。体育・スポーツ経営





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2013 年 6 月 25 日以前 
1. 会長 上村春樹  
2. 副会長 藤田弘明 九州 
3. 副会長 佐藤宣践 学柔連 
4. 専務理事 小野沢弘史  
5. 理事 髙梨幸輔 北海道 
6. 理事 國安教善 東北 
7. 理事 須坂春樹 関東 
8. 理事 五十嵐寛司 北信越 
9. 理事 瀬古修 東海 
10. 理事 河﨑武夫 近畿 
11. 理事 中谷雄英 中国 
12. 理事 髙木謙治 四国 
13. 理事 郷田博史 実柔連 
14. 理事 保坂慶蔵 高体連 
15. 理事 山下泰裕  
16. 理事 川口孝夫  
17. 理事 小俣幸嗣  
18. 理事 細川伸二  
19. 理事 斉藤仁  
20. 理事 宇野博昌  
21. 理事 尾形敬史  
22. 理事 松井勲  
23. 理事 大作晃弘  
 
1. 監事 三宅雄一郎  
2. 監事 竹内元彦  
3. 監事 住田笛雄  
 
2013 年 6 月 25 日～8月 21 日 
1. 会長 上村春樹  
2. 副会長 藤田弘明 九州 
3. 副会長 佐藤宣践 学柔連 
4. 専務理事 小野沢弘史  
5. 常務理事 藤原庸介 外部 
6. 常務理事 山下泰裕  
7. 常務理事 小俣幸嗣 総務委員会 
8. 常務理事 斉藤仁 強化委員会 
9. 常務理事 大作晃弘 法曹関係 
10. 常務理事 北田典子  
11. 常務理事 田辺陽子  
12. 理事 髙梨幸輔 北海道 
13. 理事 國安教善 東北 
14. 理事 須坂春樹 関東 
15. 理事 五十嵐寛司 北信越 
16. 理事 瀬古修  東海 
17. 理事 河﨑武夫 近畿 
18. 理事 中谷雄英 中国 
19. 理事 髙木謙治 四国 
20. 理事 郷田博史 実柔連 
21. 理事 本橋順二 中体連 
22. 理事 保坂慶蔵 高体連 
23. 理事 川口孝夫  
24. 理事 細川伸二  
25. 理事 宇野博昌  
26. 理事 尾形敬史  
27. 理事 松井勲  
28. 理事 橋本聖子 外部 
29. 理事 谷亮子  
 
1. 監事 三宅雄一郎  
2. 監事 竹内元彦  
3. 監事 住田笛雄  
 
2013 年 8 月 21 日以降 
（下線は 6月 25 日新任者以外の留任者） 
1. 会長 宗岡正二  
2. 副会長 山下泰裕  
3. 専務理事  近石康宏  
4. 理事 山本典夫 北海道 
5. 理事 國安教善 東北 
6. 理事 中嶌和久 関東 
7. 理事 五十嵐寛司 北信越 
8. 理事 瀬古修  東海 
9. 理事 平岡康司 中国 
10. 理事 松本澄夫 四国 
11. 理事 中島祥雄 九州 
12. 理事 和田慶宏 実柔連 
13. 理事 髙木長之助 学柔連 
14. 理事 中右次泰 高体連 
15. 理事 本橋順二 中体連 
16. 理事 藤原庸介  
資料 6
83競技団体のガバナンス回復過程の検証
17. 理事 橋本聖子  
18. 理事 北田典子  
19. 理事 田辺陽子  
20. 理事 谷亮子  
21. 理事 川口孝夫  
22. 理事 細川伸二  
23. 理事 大作晃弘  
24. 理事 梶木壽  
25. 理事 友添秀則  
26. 理事 宇津木房夫  
 
1. 監事 金子正志  
2. 監事 山口香  
3. 監事 住田笛雄  
